
整理番号
■　総合計画（後期基本計画）

１　関連する個別計画

平成20年度～

平成30年度

平成20年度～

平成24年度

２　施策目的

３　目標値など

（H17） （H20）

地区公民館の適正配置 45か所 H16 45か所 H20 44か所 H24 公民館再配置計画に定める数 H26

スポーツ実施率 未調査 H16 24.8％ H17 H24 週1回、50％（成人） H26

京丹後市スポーツ推進計画 全市民の週1日以上のスポーツ実施率 2人に1人 － － H24 50.0％（2人に1人）以上 H26

児童書の収集・整備冊数 市立図書館合計 88,374冊 H19 108,053冊 H24 106,100冊 H24

保育所・幼稚園・学校などへの団体貸出冊数 市立図書館合計 49,899冊 H19 81,135冊 H24 66,000冊 H24

# 45 # # # # # # # # # # # # #

４　構成事務事業・評価結果一覧

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

1

1

2

3

4

5

6

7

8

129          130          

231          

社会教育課

(718)

-

(130)

2
特定サー

ビス
1○

市民 直
21,230     

サー
ビス

市民

2　図書館の機能充
実

3　生涯学習推進体
制の整備

(227)

(196)

単費

国規
定

単費

1 該当なし○

1 該当なし

1,630       1,896       

高齢者教育事業 社会教育課

(176)

丹後地域公民館の貸館業務及び施設維持管理(利用実績1,078回19,774人) (6,763)
1○

A 現状維
持

現状維
持

国規
定

単費

現状維
持

A1 該当なし 1

内部
管理

直・委

A

A1

○

1 該当なし

1 該当なし 1○

1 該当なし 1
サー
ビス

市民 直・委・補

サー
ビス

○

国規
定

施策
貢献度

京丹後市子どもの読書活動推進計画

だれもがいつでも学び活動できる環境をめざし
ます

教育委員会事務局

現状維
持

3
民間補完
福祉増進

4
国規
定

○
サー
ビス

市民 直単費

3

網野地域公民館の維持管理(消耗品費、印刷機借上料、事務室内空調機器取替工事等) (388)
1 該当なし○

1○

A 統合（
整理）久美浜地域公民館の施設維持管理(光熱水費等) (1,596)

該当なし

44,356     44,737     

峰山地域公民館管理事業 社会教育課

○

備考

45,292     

施策評価調書（内部評価結果）

施策方針 事務事業

事業内容（実績） 担当課

施策名

政策名

④

Ⅳ

21

社会教育・スポーツの充実

生涯学習都市 所管部局長の氏名

吉岡　喜代和

所管部局

財政
負担

事業
種別

対象
実施
手法

施策
目的

関与必要性

事務事業の概要 施策評価結果

単費

1,596       

A

1○ － －
676          

社会教育活動の充実を図るため、社会教育指導員を設置(指導員9人) (21,351)
1 該当なし 1○

サー
ビス

－ －

（一般財源） 数値

地区公民館の館長(44人)・主事(44人)の設置、公民館活動交付金及び公民館施設維持管理費

1

1

1

維持
管理

－ － 1○

現状維
持

市民 直
912          388          国規

定
単費

現状維
持

A 現状維
持

サー
ビス

市民 直
997          -             

なし 単費 B 現状維
持

A

S 現状維
持

維持
管理

市民 直・委

市民 直

維持
管理

市民

大宮地域公民館管理事業 社会教育課 維持
管理

350          377          国規
定

単費
大宮地域公民館の維持管理(消耗品費、印刷機借上料等) (377)

網野地域公民館管理事業 社会教育課

丹後地域公民館管理事業 社会教育課 維持
管理

市民 直・委
6,801       6,853       国規

定
単費

3,627       3,962       国規
定

単費 A 現状維
持弥栄地域公民館の貸館業務及び施設維持管理(利用実績1,267件25,524人) (3,830)

1

久美浜地域公民館管理事業 社会教育課 維持
管理

市民 直・委
1,371       

弥栄地域公民館管理事業 社会教育課

269          国規
定

単費

大宮地域公民館長の設置、公民館事業の実施
○

峰山地域公民館運営事業 社会教育課

(25,376)
○

2,687       362          国規
定

単費
大宮地域公民館運営事業 社会教育課

地区公民館管理運営事業 社会教育課

市民 直

A 現状維
持丹後地域公民館長の設置、公民館事業の実施

1 該当なし 1○

サー
ビス

市民 直
3,159       

峰山地域公民館長の設置、公民館事業の実施 (164)

網野地域公民館運営事業 社会教育課 サー
ビス

市民 直・補
3,394       188          国規

定
単費

網野地域公民館長の設置、公民館事業の実施、社会教育団体(1団体)へ補助金交付

丹後地域公民館運営事業 社会教育課 サー
ビス

市民 直
2,564       266          国規

定
単費

(190)

弥栄地域公民館運営事業 社会教育課 サー
ビス

市民 直
2,514       235          国規

定
単費

弥栄地域公民館長の設置、公民館事業の実施

(196)

サー
ビス

市民 直
2,557       

単費

社会教育課 内部
管理

－ －
3,269       17,620     国規

定
単費

久美浜地域公民館長の設置、公民館事業の実施
○

峰山いさなご施設管理運営事業 社会教育課 維持
管理

市民 直
7,093       7,832       市規

定
単費

社会教育総務一般経費 内部
管理

－ －

(6,080)

なし 単費

B 現状維
持林業ｾﾝﾀｰ、いさなご工房(ｺｰﾄ含む)の管理運営(施設管理者報酬、施設管理運営費等)

1 該当なし 1○

亳州市学生交流団受入事業 社会教育課

中国安徽省亳州市の学生と本市中学生との交流事業を実施(亳州市の生徒16人と久美浜中学校生徒40人)

A

直・補

直・補

(48,122)

すこやか大学・いきいき大学の運営委託、高齢者大学の実施

サー
ビス

特定サー
ビス

1

787          907          

家庭教育事業 社会教育課

計画策定時 目標
（現状）

（現状）

目標

成人教育事業 社会教育課

48,122     S

含む

A 現状維
持地域公民館及び地区公民館の事務経費、行事に関する保険料及び公用車の維持管理等

公民館一般経費

　市民誰もが、生涯にわたって気軽にスポーツに親しむことができ、心身ともに健康で生き生きとした生活が送れる「生涯ス
ポーツ社会」の実現を目指し策定

平成20年3月
平成25年度見直し予
定

優先
順位

現状においてどのような問題や課題があって
（何のために）

(17,620)
－ 1○ －

久美浜地域公民館運営事業

年度 年度

個別計画名称 計画概要 計画年次 計画期間

平成25年度見直し予
定

京丹後市子どもの読書活動推進
計画

　本市の将来を担う子どもたちが、今後も更に本に親しみ、生涯にわたる読書習慣を身に付けることができるように、子ども
の読書活動を総合的かつ計画的に推進するために策定

平成20年3月

『何を対象に』、『どのようなことを行うことで（又は
どのような手段で）』

どのような状態にしたいのか 関連する施策方針

1
1 公民館の適正配置

峰山地域公民館の貸館業務及び施設維持管理(利用実績3,312件52,307人) (6,780)
1 該当なし○

現状維
持

A

30.1%

予算額（単位：千円）

京丹後市スポーツ推進計画

9,719       8,196       国規
定

年度

総合計画作成時

個別
計画

個別計画名称 指標名 説明・備考

後期基本計画作成時 直近年度実績値

総合
計画

めざす目標

図書館管理運営事業 社会教育課

1○ 市民 直
1,566       4,915       

指標名
（H26）

年度

年度

30.1%

1　公民館の適正配
置

社会教育課 A 現状維
持

1 該当なし 1

単費
社会教育委員設置事業

府・
一部

市民への学習機会の提供(IT講習会及び各種講座を開催、女性教育活動に対し補助金を交付) (834)
○

(3,765)

21,351     

H24決算額 H25予算額

市規
定

今後の
方向性説明

単独
事業

根拠
法令

現状維
持

サー
ビス

市民

718          

単費

なし

A 現状維
持

1

現状維
持

A 現状維
持

該当なし 1

現状維
持

1 該当なし 1

2

A 現状維
持

1 該当なし 1

2
特定サー

ビス
A

直近年度実績値

年度 年度

A 現状維
持子育て講座による学習機会の提供と家庭教育支援チームによる子育て交流会等の子育て支援活動の実施 (1,049)

なし

なし 単費

市立図書館(6館)の管理運営及び図書館協議会運営経費

国規
定

社会教育課

　すべての市民が学習意欲を持ち、生涯にわたる
学習活動を通して、創造性ある豊かな生活を送る
ことができる体制を整備する。

　地域・地区公民館を中心として、地域住民のニ
ーズに応じた学習機会の提供を進める。

　近年急激な社会の変化が進む中で、市民がそ
の変化に対応するために必要な学習機会の提供
が必要となっている。

　スポーツ基本法の改正に伴い、スポーツの振興
だけでなく、市民生活に根ざしたスポーツ文化とし
て推進していくことが求められている。

　「京丹後市スポーツ推進計画」を見直し、すべて
の市民が目的に応じて気軽にスポーツや健康づ
くり活動に親しめる機会と施設の充実を図る。

　市民が日常的にスポーツに親しむことによって、
健康で生き生きとした生活を送ることができるまち
づくりを目指す。

　生活環境の変化に伴い、市民の情報収集や学
習形態も多様化しているため、市民のニーズに対
応できる図書館機能の充実が必要となっている。

　市民が市民の自主的、自発的な学習を進める
ために必要な蔵書等資料の充実を図る。

　図書館が市民にとって身近な情報収集の拠点
施設となるようその学習機能及び運営体制を整備
する。

2
4 生涯スポーツ社会の実現

3 2 図書館の機能充実

生涯学習推進体制の整備

5 社会体育施設等の整備充実

社会教育事業に要する事務経費(旅費、事務用品等)

社会教育指導員設置事業 社会教育課

社会教育委員会議を開催(4回、社会教育事業・諸課題の審議)、社会教育委員研修機会の提供(4回)

ＤＯ ＣＨＥＣＫ

ＰＬＡＮ
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施策
貢献度

施策方針 事務事業

事業内容（実績） 担当課

財政
負担

事業
種別

対象
実施
手法

施策
目的

関与必要性

事務事業の概要 施策評価結果

（一般財源） 数値

予算額（単位：千円）

H24決算額 H25予算額 今後の
方向性説明

単独
事業

根拠
法令

9

10

11

1

2

3

4

5

6

7

1

2

3

1

2

５．歳出抑制の考え方について

3　生涯学習推進体
制の整備 施設の管理運営・維持管理経費及び各種講座・教室を実施(利用者数19,507人) (12,764)

197,249    

(174,138)
計

186,795    

4　生涯スポーツ社
会の実現

5　社会体育施設等
の整備充実

2,988       

H23台風15号豪雨により被災を受けた豊栄山村広場の災害復旧工事 -

1,120       1,201       市規
定

単費
(925)橘地区の生涯学習活動、ｺﾐｭﾆﾃｨ活動の拠点としての施設維持管理(利用者数：会議室2,847人、図書室114人)

ﾏｽﾀｰｽﾞﾋﾞﾚｯｼﾞ管理運営事業 社会教育課 維持
管理

市民 直・委
14,599     15,428     市規

定
単費 ○

社会教育課 維持
管理

市民 直・委
1,282       1,271       市規

定
単費

人権学習や地域の生涯学習活動、ｺﾐｭﾆﾃｨ活動の施設の維持管理(利用者5,207人) (1,271)
○

たちばな会館管理運営事業 社会教育課

ｽﾎﾟｰﾂ推進委員活動事業 社会教育課
－ － －

3,490       3,960       
義務 単費

(3,960)ｽﾎﾟｰﾂ推進委員57人を委嘱し、地域ｽﾎﾟｰﾂの振興のためﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ教室などを開催

網野教育会館管理運営事業

社会体育団体育成事業 社会教育課 サー
ビス

団体 補
16,542     16,650     

なし 単費
市体育協会・網野ｼﾞｭﾆｱｽﾎﾟｰﾂ協会へ補助金を交付 (16,650)

○

保健体育総務一般経費 社会教育課 内部
管理

－ －
1,474       2,355       国規

定
単費

市のｽﾎﾟｰﾂ振興のため審議会を開催(3回、委員12人)、社会体育に関する経費 (2,355)

京都府民総合体育大会事業 社会教育課 サー
ビス

団体 補
1,506       1,508       

なし 単費
府民総合体育大会への市代表選手派遣に係る市体育協会への補助

○
(1,508)

市民体育大会事業 社会教育課 サー
ビス

団体 補
3,300       3,300       

なし 単費
市民を対象とした総合体育大会開催経費、選手派遣経費等を市体育協会へ補助金交付 (3,300)

2
特定サー

ビス

4
民間補完
福祉増進

2含む
地域ｽﾎﾟｰﾂ振興事業 社会教育課 サー

ビス
市民 直・委・補

4,052       5,480       
なし 他

市民相互の交流や競技力の向上を図るため、各種ｽﾎﾟｰﾂ事業を実施

体育施設管理運営事業 社会教育課 維持
管理

市民 直・委
50,377     53,231     市規

定
単費

現状維
持社会体育施設の維持管理(利用件数：8,399件) (40,321)

4
民間補完
福祉増進

2○

青少年ｽﾎﾟｰﾂ教室事業
○

社会教育課

-             社会教育課

(3,417)

3,226       3,417       
なし 単費

青少年ｽﾎﾟｰﾂ団体である各種教室(61教室)への支援として、募集ﾁﾗｼ配布と教室指導者へ謝金を支出

社会体育用学校開放施設管理運営事業 社会教育課 維持
管理

市民 直
3,439       3,577       市規

定
単費

学校体育施設の維持管理(利用件数：体育館等10,274件、ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ4,6846件) (938)

維持
管理

市民 委○

サー
ビス

市民 直

○

○

○
維持
管理

市民 直・委

○

(4,680)

保健体育施設災害復旧事業【明許繰越】

4
民間補完
福祉増進

2○ S 現状維
持

A 現状維
持

2
特定サー

ビス
2

A

A

S

現状維
持

B 現状維
持

2
特定サー

ビス
2

S 現状維
持

A 現状維
持

1 該当なし 1

B 現状維
持

B 現状維
持

1 該当なし

－ － 2

－ － 2

1 該当なし 1

B 現状維
持

1

2

該当なし 2

A 現状維
持

2
特定サー

ビス

現状維
持

4

1

3 未定

1,309千円

　シルバー人材センターへの委託と臨時職員により実施している弥栄地域公民館の施設の清掃業務につ
いて、臨時職員による清掃業務を廃止し、シルバー人材センターへ移行する。

463千円

1なし 単費

A 現状維
持

2

施策における歳出抑
制の考え方

No.

5 未定

未定

歳出抑制の考え方
（平成26～28年度までの3か年で取り組む歳出抑制）

一般財源抑制見込額
（単位：千円）

　社会体育施設は、京丹後市スポーツ推進計画の見直し及び市の公共施設見直し計画に基づき、管理及
び運営方法について検討する。

　京丹後市スポーツ推進計画の見直しにより、計画に基づいて市民にとって効果的な事業を再検討する。

　社会教育施設は、地域の活性化に資するため、市の公共施設見直し計画に基づき、管理及び運営方法
について検討する。

　公民館再配置計画を策定し、公民館の管理及び運営体制について検討する。

補完・代替措置などがある場合は、その内容

2

ＡＣＴ
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01

Ⅳ ④

① ②

　○需用費 ○使用料及び賃借料

　消耗品費  　　テレビ受信料

　燃料費（調理室ガス代等） ○工事請負費

　印刷製本費（申請書） 　　修繕工事等

　光熱水費 ○負補交（電気代負担金）  

　修繕料 

　○役務費

　通信運搬費

　手数料（ゴミ処理手数料等）

　保険料 大会議室 回 人

　○委託料 第1会議室 回 人

　施設警備 練習室 回 人

　施設清掃 講義室 回 人

　設計監理委託料 和室Ⅰ 回 人

　消防設備等保守点検 和室Ⅱ 回 人

　貯水槽等保守点検 料理実習室 回 人

　電気設備保守管理 第2会議室 回 人

　ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ保守点検 視聴覚室 回 人

　病害虫防除 展示室 回 人

   特殊建築物・設備定期報告業務 計 回 人

368千円　

1,090千円　

1,090千円

2千円

3,312 52,307

19千円　

517千円　 170

35 1,309

152 2,344

156千円　 468

210千円　

2,877

114千円　 367 7,663

363 3,008

3,482

15千円　

14千円　 360 3,070

3,720千円 432 3,749

2,307千円　 296 2,786

30千円　

3,451千円　

21千円　 669 22,019

細事業名 峰山地域公民館管理事業 決算書

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

Ｐ.338

（参考）当初予算額

9,719千円 9,754千円 35千円 99.6 % 7,442千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 10教育費 05社会教育費 02公民館費 01地域公民館管理事業

73千円　

目
的

　峰山地域の社会教育活動、生涯学習及びコミュニティ活動の推進拠点として設置している
峰山地域公民館を維持管理する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

使用料 峰山地域公民館使用料 1,382千円

諸収入 峰山地域公民館水道使用料負担金 240千円

918千円　

151千円

124千円　

6千円　  平成24年度利用者集計

　峰山地域公民館の貸館業務及び施設の維持管理を行った。

4,734千円 22千円

262千円　 22千円　

評
価
・
課
題
等

　施設の適正な維持管理を行うとともに経費節減に努めた。

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課
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02

Ⅳ ④

① ②

大宮地域公民館印刷機の維持管理費等を支出した。

○需用費 145千円

消耗品費（コピー料金ほか） 145千円

○使用料及び賃借料 205千円

印刷機借上料 205千円

教育委員会事務局／社会教育課

予算科目 10教育費 05社会教育費 02公民館費 01地域公民館管理事業

（参考）当初予算額

細事業名 大宮地域公民館管理事業 決算書 Ｐ.338

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

350千円 352千円 2千円 99.4 % 352千円

目
的

　大宮地域の社会教育活動、生涯学習及びコミュニティ活動の推進拠点として設置している
大宮地域公民館を維持管理する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

評
価
・
課
題
等

　印刷機の維持管理を行い、地区公民館・分館等の事業広報活動に寄与した。

事 業 所 管 課
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03

Ⅳ ④

① ②

　網野地域公民館の維持管理を行った。

○需用費

消耗品費

○役務費

通信運搬費

○使用料及び賃借料

印刷機借上料

テレビ受信料

○工事請負費

事務室空調機取替工事

教育委員会事務局／社会教育課

細事業名 網野地域公民館管理事業 決算書 Ｐ.338

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

（参考）当初予算額

912千円 915千円 3千円 99.6 %

執行率

365千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

予算科目 10教育費 05社会教育費 02公民館費 01地域公民館管理事業

目
的

　網野地域の社会教育活動、生涯学習及びコミュニティ活動の推進拠点として設置している
網野地域公民館を維持管理する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

125千円

15千円

504千円

504千円

236千円

236千円

32千円

32千円

140千円

事 業 所 管 課

評
価
・
課
題
等

　良好な事務環境を維持するとともに、経費節減に努めた。
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04

Ⅳ ④

① ②

○需用費 ○使用料及び賃借料

　消耗品費 印刷機賃借

　燃料代 テレビ受信料

　光熱水費 ガス警報器

　修繕料

○備品購入費

○役務費 ガス湯沸器（1台）

　通信運搬費

　冷暖房切替手数料 　平成24年度施設利用者集計

大ホール 231回 9,755人

　火災保険料 第1研修室 311回 4,036人

第2研修室 81回 960人

○委託料 第3研修室 43回 618人

　施設警備費 第4研修室 11回 120人

　水質調査費 会議室 97回 1,075人

　消防設備保守 和室 227回 2,514人

　電気工作物管理 茶室 49回 371人

　公民館受付業務 調理室 28回 325人

　貯留槽清掃委託 計 1,078回 19,774人

　防火対象物点検

　特殊建築物・設備定期報告業務

361千円　

　ガス器具廃棄手数料

29千円　

14千円　

180千円　

2,077千円　

61千円　

14千円　

1千円　

27千円　

2,802千円

78千円　

17千円　

232千円

124千円　

80千円　

細事業名 丹後地域公民館管理事業 決算書 Ｐ.338

（参考）当初予算額

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 10教育費 05社会教育費 02公民館費 01地域公民館管理事業

6,801千円 6,825千円 24千円 99.6 % 6,389千円

555千円　

目
的

　丹後地域の社会教育活動、生涯学習及びコミュニティ活動の推進拠点として設置している
丹後地域公民館を維持管理する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

使用料 丹後地域公民館使用料 90千円

22千円　

3千円　2,637千円　

29千円

204千円　

　丹後地域公民館の貸館業務及び施設の維持管理を行った。

3,584千円 154千円

188千円　 129千円　

評
価
・
課
題
等

　経費節減に努めつつ、施設の適正な維持管理を行った。

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課
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05

Ⅳ ④

① ②

　弥栄地域公民館の貸館業務及び施設の維持管理を行った。

○需用費 千円 ○賃金 千円

　消耗品費  千円 　臨時職員賃金 千円

　燃料費 千円

　印刷製本費 千円

　光熱水費 千円

　修繕料 千円

○役務費 千円

　通信運搬費 千円

　手数料 千円

　保険料 千円

○委託料 千円

　施設清掃委託料 千円 件 人

千円 件 人

千円 件 人

件 人

○使用料及び賃借料 千円 件 人

　テレビ受信料 千円 件 人

　土地借上料 千円 計 件 人

予算科目 10教育費 05社会教育費 02公民館費 01地域公民館管理事業

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

目
的

　弥栄地域の社会教育活動、生涯学習及びコミュニティ活動の推進拠点として設置している
弥栄地域公民館を維持管理する。

細事業名 弥栄地域公民館管理事業 決算書 Ｐ.338

（参考）当初予算額

3,627千円 3,656千円 29千円 99.2 % 3,671千円

1,464

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

使用料 弥栄地域公民館使用料 165千円

313 776

　消防設備等保守点検委託料 13 和室（２階） 189 2,592

　建築設備定期報告書作成 302 大ホール 292 10,971

239

1,381

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

評
価
・
課
題
等

　経費節減に努めつつ、施設の適正な維持管理を行った。

1,985

147

480

776

22 調理実習室 75

165 和室（１階） 133 1,982

18

12

49

15

 平成24年度利用者集計

144

117

217 1,267 25,524

大会議室 225 4,213

小会議室 353 4,385

- 7 -



06

Ⅳ ④

① ②

　久美浜地域公民館の施設の維持管理を行った。

○需用費

　 消耗品費

燃料費

光熱水費

修繕費

○役務費

通信運搬費

クリーニング代

ごみ持込処理手数料

火災保険料

○委託料　　　　　　　　　　　　　　60千円

施設警備

消防設備保守点検

○使用料及び賃借料　　　　　　　　　25千円

印刷機借上料

テレビ受信料

○備品購入費　　　　　　　　　　　　28千円

デジタルカメラ（1台）

細事業名 久美浜地域公民館管理事業 決算書 Ｐ.338

予算科目 10教育費 05社会教育費 02公民館費 01地域公民館管理事業

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

（参考）当初予算額

1,371千円 1,438千円 67千円 95.3 % 1,393千円

決算額 最終予算額 不用額

目
的

　久美浜地域の社会教育活動、生涯学習及びコミュニティ活動の推進拠点として設置してい
る久美浜地域公民館を維持管理する。

(②－①) 執行率

1,039千円

28千円

28千円

219千円

204千円

6千円

25千円

15千円

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

158千円

164千円

682千円

35千円

60千円

1千円

8千円

10千円

59千円

1千円

評
価
・
課
題
等

　施設の適正な維持管理を行うとともに経費節減に努めた。

主
な
財
源
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Ⅳ ④

① ②

○地区公民館長・主事の設置

　・館長報酬（15千円/月×12月×43人+15千円/月×11月×1人）

　・主事報酬（20千円/月×12月×41人+20千円/月×11月×1人）

　　　※主事44人中2人は市職員のため、報酬なし。

　　　※4月館長・主事未定の公民館があった。

　・旅費（館長、主事会議等出席に係る費用弁償）

○地区公民館活動運営費（地区公民館活動交付金）

　・公民館運営費（会議費、事務費、役員研修等）

　・活動事業費（学級、講座、懇談会、地域活動、サークル活動等）

　・地区交流事業費（運動会、文化祭、体育レクリエーション等）

○地区公民館施設管理費

　・地区公民館施設管理等委託料（1館分）

　・地区公民館火災保険料等補助金（7館分）

　・その他地区公民館管理経費（10館分）

　報償費（地区公民館管理謝金）

　需用費（消耗品費、燃料費、光熱水費、修繕料）

　役務費（通信運搬費、手数料、保険料）

　委託料（消防設備等保守点検、改修工事委託料ほか）

　使用料及び賃借料（ガス警報器使用料）

　工事請負費（網野地区公民館天井修繕工事）

7,905千円

10,060千円

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

評
価
・
課
題
等

　地区公民館の活動を通じて、地域住民のコミュニティ活動の推進を図るとともに、生涯学習機
会の提供、地域づくりの拠点としての機能を発揮することができた。

主
な
財
源

諸収入 網野、新庄公民館光熱水費負担金 339千円

目
的

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

159千円

480千円

2,009千円

　地域の生涯学習、地域活動の推進拠点として、地区公民館（44館）を設置、運営し、生活
基盤を支える地域の活性化を目指した活動の推進を図る。

18,124千円

18,889千円

1,305千円

83千円

358千円

4千円

2,048千円

1,056千円

7,343千円

　地区公民館の館長・主事報酬をはじめ、地区公民館活動交付金、地区公民館施設管理費な
ど、地区公民館の維持管理、運営にかかる経費を支出した。

（参考）当初予算額

44,356千円 44,425千円 69千円 99.8 % 45,213千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

細事業名 地区公民館管理運営事業 決算書 Ｐ.340

予算科目 10教育費 05社会教育費 02公民館費 02地区公民館管理運営事業
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01

Ⅳ ④

① ②

○峰山地域公民館長設置 千円

　・報酬 千円（166,500円×12か月）

　・共済費 千円

　・旅費 千円

○社会教育事業費 千円

○峰山地域公民館からのお知らせ 千円

平成24年度発行実績13回（毎月発行）

60千円

お米パン講座 3回

　地域公民館事業を実施するとともに、峰山地域内の地区公民館の連絡調整及び活動支援を
行った。

高齢者教育 文化財・史跡めぐり
（長岡京市・大山崎町）

2千円45人1回

高齢者大学 130回 2,060人 655千円

ハーブガーデン講座 15回 56人

評
価
・
課
題
等

○青少年教育、成人教育、高齢者教育などに関する事業を実施し、地域住民の幅広い学習の機会
を提供することにより、社会教育活動を推進することができた。
○より一層の社会教育活動推進の為、市民のニーズに合った幅広い講座の内容を検討するととも
に、広報の方法を見直すなどして市民への効果的な周知に努め、事業参加者の拡大を図る必要が
ある。

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

主
な
財
源

諸収入 社会教育事業等参加料 448千円

目
的

　地域の学習と交流の拠点として、その役割を果たすための運営体制を整備するとともに、
市民の身近な地域課題、生活課題に即した学習機会の提供と学習環境の整備、充実を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

2,330

1,998

体育事業 第45回峰山スポーツ祭典 1回 1,000人

76

31人

成人教育

休日にパンを焼こう

324

8

753

事業種別 事業・講座名 回数 延参加者数 決算額

青少年教育 みねやま子ども囲碁大会

―

35人 12千円

お家でパン屋さん 5回 64人

3回 25人 ―

24千円

1回 ―

3,197千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

3,159千円 3,175千円 16千円 99.4 %

基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

予算科目 10教育費 05社会教育費 02公民館費 03峰山地域公民館運営事業

細事業名 峰山地域公民館運営事業 決算書 Ｐ.340

総合計画

- 10 -
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　地域公民館事業を実施するとともに、大宮地域内の地区公民館、分館の連絡調整及び活動

支援を行った。

○大宮地域公民館長設置 2,407千円

・報酬 1,998千円 （166,500円×12か月）

・共済費 324千円

・旅費 85千円

○社会教育事業費 230千円

○各講座受講募集チラシ新聞折込料 9千円

○その他事務経費（消耗品費） 41千円

予算科目 10教育費 05社会教育費 02公民館費 04大宮地域公民館運営事業

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

細事業名 大宮地域公民館運営事業 決算書 Ｐ.342

14人

（参考）当初予算額

2,687千円 2,792千円 105千円 96.2 % 2,754千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

健康ヨガ講座

リラックスヨガ講座

目
的

　地域の学習と交流の拠点として、その役割を果たすための運営体制を整備するとともに、
市民の身近な地域課題、生活課題に即した学習機会の提供と学習環境の整備、充実を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

前
期

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

後
期

成人教育

女性教育

青少年教育

4回

1回

パッチワーク講座

ジュニアスキー教室

6千円

12千円

18千円

26千円

60人

評
価
・
課
題
等

○成人教育、女性教育、高齢者教育、青少年教育に関する事業を実施し、地域住民の幅広い学習
の機会を提供することにより、社会教育活動を推進することができた。
○より一層の社会教育活動推進の為、市民のニーズに合った幅広い講座の内容を検討するととも
に、広報の方法を見直すなどして市民への効果的な周知に努め、事業参加者の拡大を図る必要が
ある。

主
な
財
源

諸収入 社会教育事業等参加料 96千円

庭木剪定講座

あじさい展と名所めぐり

53人

112人

75人

5回

決算額

24千円

14千円

24千円

12千円

24千円

35人

24人

39人

回数

5回

1回

5回

2回

5回

5回

パソコン（パワーポイント）講座

筆ペンで書く写経講座

事業種別 事業・講座名

パソコン（エクセル）講座

大宮町フレッシュ歩こう会

和服リフォーム講座

生け花講座

30千円5回

延参加者数

32人

27人

46人

4人

35人3回

3回

―

12千円

28千円

成人教育

女性教育

高齢者教育

プリザーブドフラワー講座

1回

- 11 -
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○網野地域公民館長設置

　・報酬 （166,500円×12か月）

　・共済費

　・旅費

○社会教育事業費

高齢者教育

○社会教育団体への支援（1団体）

　・障害者青年学級運営補助金

○網野地域公民館だより

　・需用費

○運営事務経費（消耗品費ほか）

執行率

教育委員会事務局／社会教育課事 業 所 管 課

社会教育事業等参加料諸収入

芸術文化

745千円

99.1 % 3,422千円

（参考）当初予算額決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

予算科目 10教育費 05社会教育費 02公民館費 05網野地域公民館運営事業

決算書 Ｐ.342

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

細事業名 網野地域公民館運営事業

3,394千円 3,424千円 30千円

804千円

1,998千円

324千円

目
的

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

460人

回数

4回

13千円

女性教育

評
価
・
課
題
等

○女性教育、高齢者教育、芸術文化などの事業を実施し、地域住民に幅広い学習機会を提供する
ことにより、社会教育活動を推進することができた。また、地域内の地区公民館の交流を促進す
ることによって地区公民館の活性化を図ることができた。
○より一層の社会教育活動推進の為、市民のニーズに合った幅広い講座の内容を検討するととも
に、広報の方法を見直すなどして市民への効果的な周知に努め、事業参加者の拡大を図る必要が
ある。

主
な
財
源

決算額

31千円

2,335千円

　地域の学習と交流の拠点として、その役割を果たすための運営体制を整備するとともに、
市民の身近な地域課題、生活課題に即した学習機会の提供と学習環境の整備、充実を図る。

網野町高齢者大学

28千円ビタミン講座

1回

11回

　地域公民館事業を実施するとともに、網野地域内の地区公民館の連絡調整及び活動支援を
行った。

事業種別

網野町ふれあいコンサート

事業・講座名 延参加者数

133人

1,146人

403千円

130千円

130千円

58千円

58千円

67千円

- 12 -



01

Ⅳ ④

① ②

○丹後地域公民館長設置 千円

　・報酬 千円（166,500円×12か月）

　・共済費 千円

　・旅費 千円

○社会教育事業費

回数 延参加者数 決算額

○丹後地域公民館だより発行（12回） 千円

○運営事務経費 千円

細事業名 丹後地域公民館運営事業 決算書 Ｐ.342

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

（参考）当初予算額

2,564千円 2,611千円 47千円 98.1 % 2,682千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 10教育費 05社会教育費 02公民館費 06丹後地域公民館運営事業

目
的

　地域の学習と交流の拠点として、その役割を果たすための運営体制を整備するとともに、
市民の身近な地域課題、生活課題に即した学習機会の提供と学習環境の整備、充実を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

諸収入 社会教育事業等参加料 30千円

116千円

1,998

314

92

丹後町少年少女意見発表大会

事業種別

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

評
価
・
課
題
等

○青少年教育、成人教育に関する事業を実施し、地域住民の幅広い学習の機会を提供することに
より、社会教育活動を推進することができた。
○より一層の社会教育活動推進の為、市民のニーズに合った幅広い講座の内容を検討するととも
に、広報の方法を見直すなどして市民への効果的な周知に努め、事業参加者の拡大を図る必要が
ある。

59人 30千円

成人教育

囲碁サロン

26

30千円5回 45人

5回

　地域公民館事業を実施するとともに、丹後地域内の地区公民館の連絡調整及び活動支援を
行った。

18

35人 18千円

事業・講座名

実用「筆・ペン講座」

歩こう会 1回

青少年教育
夏休み親子陶芸教室 2回

2,404

1回

43人 12千円

270人 26千円
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○弥栄地域公民館長設置 千円

　・報酬 千円（166,500円×12か月）

　・共済費 千円

　・旅費 千円

○社会教育事業費 千円

○運営事務経費（消耗品費ほか） 千円

1 回

5 回

1,700人

33人

2,525千円

6 回

4 回

1 回

8 回

回数

113人

　地域公民館事業を実施するとともに、弥栄町内の地区公民館の連絡調整及び活動支援を行
った。

成人教育

11千円 99.5 % 2,508千円2,514千円

目
的

　地域の学習と交流の拠点として、その役割を果たすための運営体制を整備するとともに、
市民の身近な地域課題、生活課題に即した学習機会の提供と学習環境の整備、充実を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

諸収入 社会教育事業等参加費 45千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 10教育費 05社会教育費 02公民館費 07弥栄地域公民館運営事業

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

細事業名 弥栄地域公民館運営事業 決算書 Ｐ.344

（参考）当初予算額

27千円

初心者向け「剪定講座」 24千円

決算額延参加者数

青少年教育 やさか探検隊 15千円119人

町民歩こう会

36千円

水墨画入門講座 30千円

芸術文化 芸能の夕べ・文化祭駅伝大会 9千円

2,328

1,998

324

6

141

事業種別 事業・講座名

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

56人

34人

筋トレ＆ストレッチ講座

評
価
・
課
題
等

○青少年教育、成人教育、芸術文化などに関する事業を実施し、地域住民の幅広い学習の機会を
提供することにより、社会教育活動を推進することができた。
○より一層の社会教育活動推進の為、市民のニーズに合った幅広い講座の内容を検討するととも
に、広報の方法を見直すなどして市民への周知に努め、事業参加者の拡大を図る必要がある。

45

- 14 -
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○久美浜地域公民館長設置

　・報酬　　1,998千円（166,500円×12か月）

　・共済費　   323千円

　・旅費       　 67千円

○社会教育事業費　　　　　　　　　　　　　86千円

○運営事務経費（消耗品費ほか）

○役務費（手数料）

○委託料（バス運転委託料）

○使用料及び賃借料

15千円

26千円

1千円

　地域公民館事業を実施するとともに、久美浜町内の地区公民館の連絡調整及び活動支援を
行った。

2,388千円

86千円

41千円

家庭教育 親と子のふるさと教室 3回

成人教育
美！姿勢塾 24千円

24千円

子どもの主張発表大会

ふるさと再発見未来塾

145人

66人

45人 21千円

11千円

6千円

2,623千円

執行率 （参考）当初予算額決算額 最終予算額 不用額

1回 130人

2,557千円 2,625千円 68千円 97.4 %

予算科目 10教育費 05社会教育費 02公民館費 08久美浜地域公民館運営事業

(②－①)

細事業名 久美浜地域公民館運営事業 決算書 Ｐ.344

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

青少年教育

目
的

　地域の学習と交流の拠点として、その役割を果たすための運営体制を整備するとともに、
市民の身近な地域課題、生活課題に即した学習機会の提供と学習環境の整備、充実を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

諸収入 社会教育事業等参加料 24千円

3回 39人

実用ペン習字

5回

4回

事業種別 事業・講座名 回数 延参加者数 決算額

評
価
・
課
題
等

○青少年教育、成人教育、家庭教育に関する事業を実施し、地域住民の幅広い学習の機会を提供
することにより、社会教育活動を推進することができた。
○より一層の社会教育活動推進の為、市民のニーズに合った幅広い講座の内容を検討するととも
に、広報の方法を見直すなどして市民への効果的な周知に努め、事業参加者の拡大を図る必要が
ある。

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課
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○報償費 公民館職員研修会講師謝金

○旅　費 全国・近畿・府公民館大会参加等　

○需用費 公民館大会参加経費（資料代等）、公用車燃料、

食糧費（来客用お茶）、車検修理代

○役務費

自動車登録手数料、自動車損害保険料

公民館（傷害）保険料

　行事傷害補償制度（地区公民館・分館：53館）

　死亡（後遺障害）　600万円　※急性疾病死亡　　　10万円

　入院（1日あたり） 2,600円・通院（1日あたり） 1,400円

　建物火災（限度額）  10万円

○委託料 バス運転手委託料

○使用料及び賃借料

公民館大会参加有料道路通行料

○負担金、補助及び交付金

京都府公民館連絡協議会負担金

○公課費 公用車重量税

予算科目 10教育費 05社会教育費 02公民館費 50公民館一般経費

（参考）当初予算額

細事業名 公民館一般経費 決算書 Ｐ.344

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

3,269千円 3,366千円 97千円 97.1 % 3,507千円

目
的

　地域公民館及び地区公民館の職員の研修に係る経費及び公用車の維持管理経費、また、公
民館行事に関する保険料などの一般経費。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

府補 人権問題啓発事業費補助金（1/2） 35千円

　公民館関係事業に必要な事務経費及び公用車の維持管理に要する経費を支出した。

50千円

111千円

37千円

36千円

37千円

693千円

2,294千円

242千円

2,052千円

11千円

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

評
価
・
課
題
等

　公民館職員の資質向上を図るための研修機会を確保することができた。
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【費用の内訳】

　図書館協議会委員報酬・費用弁償 千円

　市立図書館6館の管理運営費 千円

　　・臨時・非常勤職員賃金（19人） 千円

　　・図書購入費（AV資料含む） 千円

　　・雑誌新聞購入費 千円

　　・図書システム保守料 千円

　　・その他経費（共済費、旅費、光熱水費、空調設備保守 千円

　　　点検委託料、システム機能追加委託料、コピー機借上料ほか）

【具体的なサービス内容】

　　・資料（図書・AV資料・雑誌新聞）の収集・整理・保存・貸出

　　・レファレンスサービス（読書案内、利用者の調査研究等の援助）

　　・図書館相互協力（主に京都府内の図書館との資料の貸借）

　　・市内の保育所、学校等への団体貸出

　　・読み聞かせ、おはなし会、お楽しみ会、科学あそび教室等の行事開催

　　・学校、幼稚園、保育所等との連携による読書推進事業

　　・読み聞かせボランティアの活用・育成

　　・ホームページ・図書館だより・市広報紙等を通じての広報活動

　　・附属施設（あみの図書館集会室・研修室・情報創作室）の管理

予算科目 10教育費 05社会教育費 03図書館費 01図書館管理運営事業

（参考）当初予算額

細事業名 図書館管理運営事業 決算書 Ｐ.346

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

45,292千円 45,669千円 377千円 99.1 % 47,112千円

目
的

　各種事業を実施するなど役に立つ図書館サービスの充実を図ることで、市民の求める読書
や情報収集の支援を行い、知的要求に応える生涯学習都市を実現する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　市内6館（室）により全域サービスを行い、市民の読書要求に応えることができた。また、
読書活動の推進を目的にいろいろな関係機関と連携し各種事業を実施した。

63

45,229

25,881

9,300

1,202

1,176

7,670

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

主
な
財
源

評
価
・
課
題
等

○資料や情報の収集により、市民が求める利用しやすく親しみの持てる図書館に近づき、子ども
や、大人を対象とした事業により、図書館の利用拡大、読書推進を図ることができた。
○今後は、2館4室の連携を更に高め、利用者が求める資料の提供を細やかに行うなど、利用につ
ながる図書館サービスについて、検討していくことが必要である。

寄付金 ふるさと応援寄附金 300千円
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　社会教育委員会議の主な内容（4回開催）

平成23年度社会教育・社会体育事業の概要

平成24年度社会教育・社会体育事業計画・予算、

　　　　　　協議課題（青少年健全育成団体の統合ほか）、意見交換

　社会教育委員研修事業

　・丹後地方社会教育委員連絡協議会総会＜6月15日 与謝野町野田川わーくぱる＞

　・京都府社会教育委員連絡協議会総会ほか＜6月15日 与謝野町野田川わーくぱる＞

　・近畿地区社会教育研究大会＜9月7日 神戸ポートピアホテル＞

　・丹後地方社会教育委員連絡協議会研修会＜12月7日 日本冶金工業(株)大江山製造所＞

　その他

丹後地方社会教育委員連絡協議会への参加（3回）

○報酬（社会教育委員報酬） 千円

　　社会教育委員　15人（任期：平成24年4月1日～平成26年3月31日）

○旅費（費用弁償、研修事業への参加旅費） 千円

○需用費（研修事業資料代、燃料費） 千円

○委託料（研修会参加バス運転委託料） 千円

○使用料及び賃借料（有料道路通行料） 千円

○負担金、補助及び交付金 千円

　丹後地方社会教育委員連絡協議会分担金

細事業名 社会教育委員設置事業 決算書 Ｐ.330

　社会教育委員会議を開催し、社会教育事業及び社会教育の諸課題について審議するととも
にもに、社会教育委員の研修機会を提供した。

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

（参考）当初予算額

676千円 689千円 13千円 98.1 % 889千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 10教育費 05社会教育費 01社会教育総務費 02社会教育委員設置事業

65

目
的

　社会教育委員を設置し、社会教育行政全般について、調査・研究及び審議をして答申及び
建議を行うことで、市民の声を反映した社会教育事業を推進する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

361

187

40

19

4

評
価
・
課
題
等

○社会教育委員の会議を開催し、社会教育事業及び社会教育の諸課題について審議すること
で、市民の意向を反映した社会教育行政を進めることができた。
○今後も、市民の声の把握に努め、社会教育行政を進めていく必要がある。

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課
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社会教育指導員の設置　　　9人

・ 社会教育課　 1人

・ 峰山地域公民館 2人

・ 大宮地域公民館 1人

・ 網野地域公民館 2人

・ 丹後地域公民館 1人

・ 弥栄地域公民館 1人

・ 久美浜地域公民館 1人

○報酬 千円

社会教育指導員報酬

○共済費 千円

社会保険料 千円

労災保険料 千円

雇用保険料 千円

○旅費 千円

費用弁償

細事業名 社会教育指導員設置事業 決算書 Ｐ.332

予算科目 10教育費 05社会教育費 01社会教育総務費 03社会教育指導員設置事業

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

99.5 % 21,329千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

21,230千円 21,335千円 105千円

目
的

　社会教育課及び各地域公民館に社会教育指導員を設置し、社会教育の推進体制を整備する
とともに、事業を積極的に展開することにより社会教育活動の充実を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

　社会教育の推進体制を整備し、事業を積極的に展開することにより、社会教育活動の充実
を図るため、社会教育指導員を設置した。主な業務は、社会教育事業の計画・立案及び運営
や社会教育関係団体等への指導・助言など団体の育成を行った。

17,982

2,869

2,562

55

252

379

評
価
・
課
題
等

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

　社会教育指導員の設置により、各種社会教育事業の効果的な実施と社会教育団体の育成・
支援を行うことができ、住民ニーズに応えた社会教育活動を推進することができた。

- 19 -



01

Ⅳ ④

① ②

○ わくわく講座 千円

・ 5 回 （延べ 人）

・ 流木アート教室 5 回 （延べ 人）

・ 京丹後市見聞セミナー 6 回 （延べ 人）

・ グラスアート教室 5 回 （延べ 人）

・ 社交ダンス講座 10 回 （延べ 人）

・ 男の料理教室 5 回 （延べ 人）

○ IT講習会 千円

（峰山・網野・丹後） 1 講座（ 6 回）× 3 教室 （延べ 人）

○ 女性教育 千円

・ 網野生活学校補助金

・ 京丹後市連合婦人会補助金

○ その他 千円

40千円

361千円

○多様な学習機会を提供することによって、学習活動を通した市民交流を促進することがで
きた。
○市民の学習ニーズや地域課題を把握し、地域人材を活用した各種の生涯学習機会を提供し
ていく必要がある。あわせて、学習を継続するために自主的なサークル活動への移行を支援
する必要がある。

　市民の学習に対する多様な要望に応えるため、学習機会を提供するとともに、学習活動を
通した市民交流を促進する。

213

（峰山地公） 47

（大宮地公）

（網野地公）

401

15

121

（丹後地公）

（弥栄地公）

170

（久美浜地公）

65

322

男性のための「やさしい太極拳」講座

（参考）当初予算額

787千円 874千円 87千円 90.0 %

決算額 最終予算額 不用額

目
的

　事業内容としては、市民が気軽に参加できるように配慮し、IT講習会は基礎的な技能を修得
することを目的として実施した。また、女性教育として、網野生活学校、連合婦人会への補
助を行った。

954千円

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

56

158

46

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

評
価
・
課
題
等

主
な
財
源

細事業名 成人教育事業 決算書 Ｐ.334

(②－①) 執行率

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

予算科目 10教育費 05社会教育費 01社会教育総務費 07成人教育事業
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○京丹後市高齢者大学創設準備

・消耗品費

・役務費（新聞折込手数料）

○すこやか大学運営委託料（丹後・社会福祉協議会委託）

生花・詩吟・書道・俳句・カラオケ教室各7回

囲碁教室4回、料理教室3回、グラウンドゴルフ大会、ゲートボール大会

○いきいき大学運営委託料（弥栄・ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ委託）

書道教室14回、太極拳・絵手紙・小物づくり教室各13回

囲碁・手芸教室各9回、料理教室8回、陶芸体験、作品展

○高齢者大学（久美浜市民局直営）

一般教養講座（入学式・卒業式含む）5回

市内研修、市外研修

・報償費、旅費、消耗品費、燃料代、印刷製本費

・役務費（筆耕翻訳料）

・バス運転委託料・自動車借上料・駐車場借上料

　　※峰山、大宮、網野については、各地域公民館運営事業費で実施。

予算科目 10教育費 05社会教育費 01社会教育総務費 09高齢者教育事業

（参考）当初予算額

細事業名 高齢者教育事業 決算書 Ｐ.334

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

1,566千円 1,699千円 133千円 92.1 % 1,619千円

79千円

目
的

　講座（高齢者大学）を実施することで、高齢者の社会参加を促し、生きがいづくりに貢献
するとともに、その知識や経験を生かした地域活動を推進する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

府補 市町村高齢化対策推進事業費補助金 607千円

30千円

49千円

133千円

218千円

11千円

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

評
価
・
課
題
等

○講座（高齢者大学）の実施により、高齢者の仲間づくり、生きがいづくり、健康づくりの機会
を提供することができ、高齢者の社会参加の促進と生きがいづくりに寄与することができた。
○平成25年度から社会教育事業として統一化され、新たに創設された京丹後市高齢者大学におい
て、より一層の高齢者の社会参加の促進と地域活動への推進を図ることが必要である。

525千円

600千円

362千円
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　○子育て講座 【報償費・旅費・需用費　353千円】

　・幼児期子育て講座 実施回数　　3回 参加延べ 145人

　・就学前、学童期、思春期子育て講座 実施回数　 14回 参加延べ 1,356人

　・高校生と赤ちゃんのふれあい交流事業 実施回数　5か所 参加延べ 236人

　○家庭教育支援チーム事業（峰山、大宮、網野、久美浜）【報償費・需用費　660千円】

　・子育て交流会（全チーム） 実施回数　 24回 参加延べ 383人

　・「手紙で結ぶ家族の絆」事業（網野） 実施回数 　  1回 参加延べ 119人

　・子育て広場（大宮・網野・久美浜） 実施回数　各1回 参加延べ 128人

　・広報発行（全チーム） 発行回数　各1回

　・子育てサポーター研修会 実施回数　　4回 参加延べ 100人

　○京丹後市PTA協議会補助事業 【補助金　617千円】

　　　PTA協議会活動費補助金（活動費補助分、安全会補助分）

細事業名 家庭教育事業 決算書 Ｐ.334

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

（参考）当初予算額

1,630千円 1,652千円 22千円 98.6 % 1,652千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 10教育費 05社会教育費 01社会教育総務費 10家庭教育事業

目
的

　発達段階に応じた学習機会の提供及びきめ細かな家庭教育支援を実施することによって、
すべての教育の出発点であり子どもの成長の基礎となる家庭教育を推進する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

府補 家庭教育支援基盤形成事業補助金（2/3） 658千円

　乳幼児期から就学前・学童期、思春期の各発達段階に応じた学習機会の提供と家庭教育支
援チームによる子育て支援活動を実施した。また、引き続きPTA活動の支援を行った。

　地域や家庭の教育力の低下、子育ての孤立化が進み、悩みや不安を抱えている親に
対して、きめ細かな家庭教育支援を行うことを目的に、子育て経験者や子育てに関わ
る専門的な知識や経験を持つ「家庭教育支援チーム」を組織し、地域課題に即した子
育て支援活動を行う。

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

評
価
・
課
題
等

○子どもの発達段階に即した子育てに関する学習機会を提供することで、子どもとのコミュ
ニケーションの大切さや生活習慣を身に付けさせるための家庭の役割などの重要性について
認識を深めていただくことができた。また、子育てサポーター研修会を実施することで、子
育てサポーターとしての資質向上と人材育成につながった。
○関係機関との連携を深め、より一層の課題の共有と学習会等への参加促進を図る必要があ
る。
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○期　間 平成24年8月10日（日）～8月12日（日）

○受　入 中華人民共和国安徽省亳州市　第一高校南校　生徒　　16人

　随行員：亳州市教育局副局長・亳州市人民政府外事弁公室副科長

　 　亳州市第一高校南校教員　　計3人

○受入校 久美浜中学校生徒　40人

○事業内容 （1）歓迎レセプション　セントラーレホテル京丹後

（2）市内施設見学 小天橋見学～豪商稲葉本家

（3）学生交流事業

・歓迎式典

・亳州市学生と久美浜中学校生徒との交流事業

・学生宅へのホームステイ

・報償費 千円

　　協力団体謝金、通訳謝金、ホームステイ受入謝金、アトラクション出演謝金

・旅　費 千円

　　普通旅費・費用弁償

・需用費 千円

　　学生交流事業材料代、歓迎レセプション、滞在中食事代、学生交流夕食会

・委託料 千円

　　バス運転委託料

・使用料及び賃借料 千円

　　会場借上料、有料道路通行料、駐車場使用料、施設使用料

予算科目 10教育費 05社会教育費 01社会教育総務費 15亳州市学生交流団受入事業

（参考）当初予算額

細事業名 亳州市学生交流団受入事業 決算書 Ｐ.336

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

997千円 1,056千円 59千円 94.4 % 0千円

目
的

　中国安徽省亳州市の学生と本市中学生との交流事業を実施することで、国際的視野の拡大
と国際協調の精神を培い、次代を担う国際化に対応できる青少年を育成する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

308

14

554

59

62

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

評
価
・
課
題
等

　亳州市学生の滞在日程等の連絡調整が遅れ、十分な受け入れ準備ではなかったが、互いの
生徒が交流を通して、文化や習慣の違いを体感しながらも言葉の壁を越えて理解し合おうと
いう意識と行動が随所に見られ、友好都市として、両市の良好な関係を更に深めることがで
きた。
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　社会教育事業実施に必要な事務経費を支出した。

○社会教育事業一般経費

・旅費

普通旅費　　　　　　　　　 　94千円

・需用費

消耗品費　　　　　　　　　 　29千円

・使用料及び賃借料

有料道路通行料　　　　　　　　6千円

予算科目 10教育費 05社会教育費 01社会教育総務費 50社会教育総務一般経費

（参考）当初予算額

細事業名 社会教育総務一般経費 決算書 Ｐ.338

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

129千円 156千円 27千円 82.6 % 156千円

目
的

　社会教育事業に要する事務経費

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

評
価
・
課
題
等

　社会教育関係職員の資質向上を図るための研修機会を確保することができた。

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課
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① ②

○管理者経費及び臨時職員賃金

・施設管理者報酬（1人） 千円

・共済費（社会保険料、労災保険料、雇用保険料） 千円

・臨時職員賃金（2人） 千円

・旅費 千円

○管理運営経費

・需用費（消耗品費、燃料費、印刷製本費、光熱水費、修繕料） 千円

・役務費（通信運搬費、浄化槽法定検査手数料、火災保険料） 千円

・委託料（施設警備委託料、浄化槽維持管理委託料等） 千円

・使用料及び賃借料（テレビ受信料） 千円

細事業名 峰山いさなご施設管理運営事業 決算書 Ｐ.350

（参考）当初予算額

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 10教育費 05社会教育費 05社会教育施設費 01峰山いさなご施設管理運営事業

7,093千円 7,338千円 245千円 96.6 % 7,344千円

目
的

　高齢者の介護予防、生きがいづくりの推進を支援し、市民の体育、スポーツ及びレクリエ
ーションの振興を図り、生活文化の向上に資する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

使用料 峰山林業総合ｾﾝﾀｰ使用料 112千円

使用料 峰山いさなご工房使用料 888千円

2,102

　市民の学習と交流を促進する機会の提供と施設の維持、管理を行った。

1,998

334

2,064

1

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

使用料 峰山いさなごｺｰﾄ使用料 358千円

使用料 公有財産使用料 37千円

諸収入 峰山林業総合ｾﾝﾀｰ木工教室等材料代 86千円

評
価
・
課
題
等

○施設管理、木工・陶芸の指導、定期講座の実施並びにいさなごコート（屋根付ゲートボール
場）及び会議室の貸し出しなど、施設管理及び施設を活用した各種事業を通して、市民の学習と
交流の機会を提供し、充実したスポーツ・文化活動に貢献することができた。
○施設の効率的・効果的な運営に向けた検討が必要である。

202

370

22

＜利用者数＞ （単位：人）

施設名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

林業センター 98 53 152 302 109 346 202 106 654 121 71 123 2,337

いさなご工房 103 108 195 259 191 158 143 175 105 121 142 147 1,847

いさなごコート 914 862 1,001 1,050 730 887 923 931 721 768 795 1,016 10,598

計 1,115 1,023 1,348 1,611 1,030 1,391 1,268 1,212 1,480 1,010 1,008 1,286 14,782
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○施設管理運営委託費

・マスターズビレッジ管理委託料 千円

○施設維持管理経費

・需用費（消耗品費、燃料費、光熱水費、修繕料等） 千円

・役務費（通信運搬費、火災保険料等） 千円

・委託料（施設警備委託料、草刈委託料等） 千円

・使用料及び賃借料（テレビ受信料、清掃用具借上料等） 千円

・工事請負費（マスターズビレッジ法面木柵設置工事） 千円

・原材料費（砕石2t） 千円

・備品購入費（消火器12本） 千円

○体験事業経費

・需用費（体験事業材料代） 千円

社会教育・スポーツの充実

（参考）当初予算額

14,599千円 14,816千円 217千円 98.5 % 14,633千円

決算額 最終予算額 不用額

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目

(②－①) 執行率

Ｐ.350

予算科目 10教育費 05社会教育費 05社会教育施設費 02ﾏｽﾀｰｽﾞﾋﾞﾚｯｼﾞ管理運営事業

細事業名 ﾏｽﾀｰｽﾞﾋﾞﾚｯｼﾞ管理運営事業 決算書

目
的

　京都府大宮ふれあい工房（陶芸・染色体験施設）、ふれあいスポーツ広場等を管理運営す
ることで、生きがい・ふれあい交流・健康づくりの場を提供し、生涯学習の推進を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

7

350

52

　市民の学習と交流を促進する機会の提供と施設の維持、管理を行った。

10,329

2,644

125

771

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

使用料 公有財産使用料 47千円

諸収入 大宮ふれあい工房関係諸収入 61千円

主
な
財
源

使用料 大宮ふれあい工房使用料 2,090千円

使用料

評
価
・
課
題
等

○陶芸、染色実習室、展示、会議室及びスポーツ広場の利用提供並びに各種講座及び教室を実施
することで、高齢者の生きがいづくり及び健康増進を図ることができた。
○施設の効率的・効果的な運営に向けた検討が必要である。

38

大宮ふれあいｽﾎﾟｰﾂ広場使用料 362千円

283

＜利用者数＞ （単位：人）

展示室 会議室

利用者数 利用者数 入場者数 内体験者数 入場者数 内体験者数

3,371 847 1,868 1,215 1,338 908 3,337 8,746 19,507

ふれあいスポー
ツ
広場利用者数

合計
染色体験陶芸体験

その他
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① ②

　施設の積極的な利用促進を図り、施設の維持、管理を行った。

【利用実績】

　会議室等 　図書室

○施設維持管理費

　・需用費（燃料費、光熱水費）

　・役務費（通信運搬費、火災保険料）

　・委託料（施設管理委託料）

　・使用料及び賃借料（清掃用具借上料）

評
価
・
課
題
等

○良好な施設環境を維持することで、地域の学習活動及びコミュニティ活動の拠点施設として、
図書室を中心に施設の利用促進を図ったことで、社会教育活動を推進することができた。
○本施設内に木津地区公民館が併設されており、地区公民館活動の拠点としてもその役割を果た
した。
○地元住民による利用が主であり、地域の活性化に資するため、市の公共施設見直し計画に基づ
き施設の在り方について検討する必要がある。

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

主
な
財
源

諸収入 たちばな会館光熱水費負担金 278千円

開室日数

637 冊

和室1 92 回 689 人

会議室 40 回 347 人

1,120千円

555千円

79千円

480千円

6千円

和室2 90 回

目
的

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

区分 利用回数 利用者数

料理実習室 20 回 165 人

672 人

多目的ホール 77 回 974 人

合計 319 回 2,847 人

　施設の維持管理を行うとともに利用の促進を図ることで、地域の生涯学習活動及びコミュ
ニティ活動を推進する。

240 日

利用者数 114 人

貸出冊数

1,120千円 1,135千円 15千円 98.6 % 1,121千円

執行率

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

（参考）当初予算額決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

細事業名 たちばな会館管理運営事業 決算書 Ｐ.352

予算科目 10教育費 05社会教育費 05社会教育施設費 03たちばな会館管理運営事業
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① ②

　施設の積極的な利用促進を図り、施設の維持、管理を行った。

【利用実績】

　会議室等

○施設維持管理費

　・需用費（消耗品費、燃料費、光熱水費・修繕料）

　・役務費（通信運搬費、手数料、火災保険料）

　・委託料（施設管理、浄化槽維持管理委託料ほか）

　・使用料及び賃借料（ﾃﾚﾋﾞ受信料、清掃用具借上料）

大ホール 173 回 2,000 人

全館

細事業名 網野教育会館管理運営事業

98.9 %

目
的

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　施設の維持管理を行うとともに利用の促進を図ることで、人権教育、地域の生涯学習活動
及びコミュニティ活動を推進する。

区分 利用回数 利用者数

1階和室 113 回 1,065 人

決算書 Ｐ.352

（参考）当初予算額

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

予算科目 10教育費 05社会教育費 05社会教育施設費 04網野教育会館管理運営事業

1,209千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

1,282千円 1,296千円 14千円

36 回 1,840 人

合計 372 回 5,207 人

料理実習室 17 回 102 人

講義室 33 回 200 人

1,282千円

622千円

21千円

59千円

580千円

評
価
・
課
題
等

○人権学習や地域の生涯学習活動、コミュニティ活動の拠点施設として、良好な施設環境を維持
し、利用促進を図ることで、社会教育活動を推進することができた。
○本施設は、郷地区公民館を併設しており、公民館活動の拠点としても、その役割を果たした。
○地元住民による利用が主であり、地域の活性化に資するため、市の公共施設見直し計画に基づ
き施設の在り方について検討する必要がある

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

主
な
財
源
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　○報酬 千円

　　・スポーツ推進委員報酬（市職員5人を除く52人分）

　○旅費 千円

　　・スポーツ推進委員活動費用弁償 573千円

　　・職員旅費 10千円

　○需用費 千円

　　・消耗品費 5千円

　　・燃料費 9千円

　○役務費 千円

　　・スポーツ安全保険料 106千円

　　・刺繍ネーム直し手数料 19千円

　○委託料 千円

　　・バス運転委託料

　○使用料及び賃借料 千円

　　・有料道路通行料

　○負担金、補助及び交付金 千円

　　・丹後スポーツ推進委員連絡協議会負担金 51千円

　　・京都府スポーツ推進委員研究大会参加負担金 21千円

　　・近畿スポーツ推進委員研究協議会参加負担金 84千円

　　　　開催日：3/1（金）～3/2（土）

　　　　内容：表彰式、講演会、事例発表、実技研修、理論研修

予算科目 10教育費 06保健体育費 01保健体育総務費 01ｽﾎﾟｰﾂ推進委員活動事業

（参考）当初予算額

細事業名 ｽﾎﾟｰﾂ推進委員活動事業 決算書 Ｐ.360

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

3,490千円 3,528千円 38千円 98.9 % 3,936千円

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

○「きばれぇ」を重点推進種目としてニュースポーツの普及に取り組んできたが、PR不足なども
あり十分な成果を得ることができなかった。地区公民館や学校PTAなどと連携して教室を開催し
たり、広報の在り方を再検討したりするなどの工夫が必要である。
○平成23年のスポーツ基本法の制定に伴い、体育指導委員からスポーツ推進委員に名称が変更さ
れ、その役割と期待が高まってきている。スポーツ推進委員の資質と意識の向上を図るととも
に、市民への認知度を高める取り組みが必要である。

主
な
財
源

評
価
・
課
題
等

15

5

156

2,592

583

14

125

　スポーツ推進委員57人（定数60人）を委嘱し、地域スポーツの振興のためニュースポー
ツ教室などを開催するとともに、その実技指導、その他スポーツに関する指導、助言を行う
ため各種研究大会へ参加し資質向上に努めた。

目
的

　市民に対し、スポーツの実技指導、その他スポーツに関する指導及び助言を行うスポーツ
推進委員を委嘱し、本市のスポーツの振興を図ることを目的とする。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要
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○京丹後市体育協会補助金 15,235千円

　・年12回の常任理事会開催

　・年3回の広報誌発行

　・各町事務員人件費

　・6町支部での各種スポーツ大会等の開催

　　　峰山町（ソフトボール男子・女子リーグ戦5/25 ほか）

　　　大宮町（大宮町招待少年サッカー大会5/6 ほか）

　　　網野町（硬式テニス教室等4月から6月）

　　　丹後町（丹後支部長杯グラウンド・ゴルフ大会9/9 ほか）

　　　弥栄町（地区対抗野球大会9/23 ほか）

　　　久美浜町（春季・秋季軟式野球大会5/27、9/9 ほか）

○網野ジュニアスポーツ協会補助金 　1,307千円

　・21団体、518人

　・幹事会　4回

　・清掃ボランティア活動　1回

　　（7/21　八丁浜・琴引浜　　242人参加）

　・スポーツ研修会　1回

　　（3/10　「ケガをしない為のストレッチ」　　60人参加）

予算科目 10教育費 06保健体育費 01保健体育総務費 03社会体育団体育成事業

（参考）当初予算額

細事業名 社会体育団体育成事業 決算書 Ｐ.360

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

16,542千円 16,542千円 0千円 100.0 % 16,542千円

目
的

　市内の各種スポーツ団体へ補助金を交付することにより、スポーツ団体を育成し、市民へ
のスポーツの普及と振興を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

　市の体育振興の中心的組織である京丹後市体育協会に支援を行うとともに、網野ジュニア
スポーツ協会についても、青少年スポーツ教室育成の観点から支援を行った。

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

評
価
・
課
題
等

○市内の各スポーツ団体の育成、各種教室及び大会の自主運営など、市民がスポーツに親しむ機
会のを提供するなど、市のスポーツ振興を担い、幅広い年代層へのスポーツ活動の普及に寄与し
ている。
○網野町のみジュニアスポーツ協会に補助金を交付している。他町では青少年スポーツ教室事業
として実施しているが、自主的な青少年のスポーツ活動として統一した運営となるよう調整して
いくことが必要である。
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○報酬 千円

　・スポーツ推進審議会委員報酬（委員12人、審議会3回開催）

＜第1回京丹後市スポーツ推進審議会＞

内容 ①平成23年度社会体育事業のまとめ

②平成24年度社会教育指導の重点について

③スポーツ基本計画について

＜第2回京丹後市スポーツ推進審議会＞

内容 ①京丹後市スポーツ推進審議会への諮問について

②京丹後市スポーツ推進計画の中間見直しについて

③京丹後市スポーツ推進計画見直しに係るアンケート調査について

＜第3回京丹後市スポーツ推進審議会＞

内容 ①社会体育施設条例及び施行規則の一部改正について

②平成24年度社会体育予算について

③京丹後市スポーツ推進計画見直しに係るアンケート調査結果について

○旅費 費用弁償 千円

○需用費

　・消耗品費 千円

　・印刷製本費（アンケート調査票・封筒・ハガキ） 千円

　※アンケート配布10月19日、回収率64.0％

○役務費 通信運搬費 千円

○委託料

　・京丹後市スポーツ推進計画見直しに係るアンケート調査業務 千円

87.4 % 1,885千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

目
的

　スポーツ推進審議会の設置運営経費及び社会体育に関する事務局経費

執行率

細事業名 保健体育総務一般経費 決算書 Ｐ.360

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

（参考）当初予算額

1,474千円 1,685千円 211千円

予算科目 10教育費 06保健体育費 01保健体育総務費 50保健体育総務一般経費

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

諸収入 地方公共団体ｽﾎﾟｰﾂ活動助成金 600千円

　市のスポーツの推進のため、スポーツ推進審議会を3回開催した。

100

20

105

648

494

107

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

評
価
・
課
題
等

　スポーツ基本法に基づいて設置したスポーツ推進審議会を開催し、スポーツの推進に関する重
要事項について、市民の意見を聴くことができた。
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○大会派遣費補助金 千円

 ○職員旅費、有料道路通行料 千円

【大会結果概要】 総合成績：第7位（26市町村）

予算科目 10教育費 06保健体育費 02保健体育事業費 01京都府民総合体育大会事業

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

細事業名 京都府民総合体育大会事業 決算書 Ｐ.360

（参考）当初予算額

1,506千円 1,508千円 2千円 99.8 % 1,508千円

評
価
・
課
題
等

○平成20年度以降毎年入賞しており、本市のスポーツ振興及びスポーツを通じて本市のPRを図
ることができた。
○本大会への参加を契機として、競技人口の増加及び競技力向上を図ることが必要である。

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

目
的

　京都府民総合体育大会へ出場する選手の支援を行い、総合成績の上位入賞及び競技力の向
上を目指す。

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

6

競技種目 参加者数（延べ） 備考

ソフトテニス 17人

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

　第35回京都府民総合体育大会への京丹後市代表選手の派遣のため、京丹後市体育協会へ補
助金を交付した。成績はソフトボール競技で男子が優勝、女子が３位入賞をはじめ、陸上競
技も優勝するなど総合7位入賞であった。

284人

卓球 7人

駅伝

バレーボール 男子15人/女子15人

男子18人/女子18人

ボウリング 7人 第7位

第5位

バドミントン 12人

17人 第5位

参加者合計

10/29 ゴルフ 6人 第6位

軟式野球 20人

11/11

9/22、23、11/17、18

11/11

11/10、11

11/17、18

11/4

2/3

11/11

バスケットボール

11/4

10/21

10/28

10/28、11/4、18

陸上競技 19人 優勝

グラウンド・ゴルフ 8人

開催日

第5位

10/14

サッカー 21人

16人

ソフトバレーボール 成年9人/壮年9人

ソフトボール 男子20人/女子20人 男子優勝・女子第3位

テニス10/26、27、28

10/14、21、28

ゲートボール 男子5人/女子5人 第7位

1,500
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○市民総合体育大会補助金 3,300千円

【大会結果概要】　開催日：9月2日（日）　総合優勝：峰山　総合準優勝：大宮

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

社会教育・スポーツの充実

細事業名 市民体育大会事業 決算書 Ｐ.362

（参考）当初予算額

競技種目

予算科目 10教育費 06保健体育費 02保健体育事業費 02市民体育大会事業

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目

3,300千円 3,300千円 0千円 100.0 % 3,300千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

115人 丹後

ソフトボール 223人 壮年男子：大宮／一般女子：峰山

目
的

　京丹後市体育大会を開催することにより、市民のスポーツ競技力の向上とスポーツ振興を
図り、スポーツを通して市民相互が交流することで京丹後市の活性化を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

男子：網野／女子：大宮、家庭婦人：峰山

バドミントン 79人 大宮

柔道 5人 網野

ソフトテニス 105人 峰山

バレーボール 213人

主
な
財
源

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

評
価
・
課
題
等

　京丹後市体育事業のメイン行事として定着しており、市民の交流をはじめ体力づくり、生きが
いづくり及び地域の活性化に貢献できた。

　京丹後市民を対象とした市内唯一の総合体育大会であり、その継続のため開催経費、選手
派遣経費等を主催団体である京丹後市体育協会へ補助金として交付した。

参加者合計 1,881人

参加人数 結果（優勝）

陸上 217人 男子：丹後／女子：大宮

ソフトバレーボール

剣道 37人

峰山

ゲートボール 94人 男子：峰山／女子：弥栄

卓球 70人 大宮

軟式野球

46人

大宮

ゴルフ 99人 久美浜

ボウリング 56人 久美浜

116人 久美浜

グラウンド・ゴルフ 127人 男子：大宮／女子：峰山

バスケットボール 154人 男子：網野／女子：大宮

サッカー 125人 網野

テニス
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○報償費

　・各種スポーツ大会等審判員謝金

　・各種スポーツ大会入賞記念品

○旅費

　・関西学生駅伝競走大会協議

　・近畿高校駅伝大会視察（11/24、25）東近江市、3人参加

○需用費（消耗品費、食糧費、医薬材料費）

○役務費（手数料）

○委託料

　・カヌースプリント春季・秋季開催準備及び大会運営

　　（5/12、10/20）99人参加

　・大宮町体育大会運営（6/17）746人参加

　・市長杯中学生野球大会開催（6/2、3）市内9校参加

　・弥栄町文化祭駅伝大会ﾊﾞｽ運転委託料（11/4）100人参加

　・久美浜湾一周駅伝大会ﾊﾞｽ運転委託料（11/23）111ﾁｰﾑ参加

　・久美浜湾一周駅伝大会運営（11/23）111ﾁｰﾑ参加

○使用料及び賃借料

　・有料道路通行料

○負担金、補助及び交付金

　・網野スポーツ祭（5/20～2/11）1,044人参加

　・あみの八丁浜ロードレース大会（10/14）750人参加

予算科目 10教育費 06保健体育費 02保健体育事業費 03地域ｽﾎﾟｰﾂ振興事業

（参考）当初予算額

細事業名 地域ｽﾎﾟｰﾂ振興事業 決算書 Ｐ.362

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

4,052千円 4,132千円 80千円 98.0 % 4,592千円

目
的

　気軽に親しめるスポーツ教室等を実施し、スポーツを通した市民交流の機会を提供するこ
とで、すべての市民が、生涯を通して健康で生き生きとした生活が送れることを目指す。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

諸収入 地方公共団体ｽﾎﾟｰﾂ活動助成金 597千円

市債 過疎地域自立促進特別事業債（過疎対策債） 900千円

　市民相互の交流や競技力の向上を図るため、各種スポーツ事業を実施した。

9千円

1,333千円

92千円

47千円

54千円

38千円

7千円

40千円

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

評
価
・
課
題
等

○市民が気軽に参加できるスポーツ事業の実施及びスポーツ大会への支援をすることによって、
市民の健康・体力づくりやスポーツを通した住民間・地域間の交流機会の拡充、地域力の活性化
に寄与した。
○各種委託事業及び補助事業の在り方について見直す必要がある。

318千円

4千円

2,249千円

1,138千円

9千円

283千円

1,050千円

693千円

209千円

133千円

15千円

61千円
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○ 青少年スポーツ教室指導者謝金 （１教室4,500円／活動月）

○　その他経費（募集チラシ用紙代）

教室 教室 教室 教室 教室

野球 5 5 2 4 4

サッカー 1 1 1 2 1

少女バレーボール 2 1 1 2 2

剣道 1 1 1 1

柔道 1 1 1

空手道 2 1 1 1

陸上 1 1 2 1

少林寺拳法 1

レスリング 1

テニス 1 1

卓球 1

バトミントン 1

バスケットボール 1 1 1

カヌー 1

17 13 8 1112 11

04青少年ｽﾎﾟｰﾂ教室事業

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

細事業名 青少年ｽﾎﾟｰﾂ教室事業 決算書 Ｐ.362

予算科目 10教育費 06保健体育費 02保健体育事業費

執行率

目
的

　地域で定期的に活動を行っている青少年スポーツ教室を支援し、京丹後市の次代を担う青
少年の健全育成と体力・運動能力の向上を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

（参考）当初予算額

3,226千円 3,228千円 2千円 99.9 % 3,417千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

3,213千円

13千円

　青少年スポーツ団体である各種教室への支援として、市内小中学校に募集チラシを配布、
また定期的に活動を行っている教室に対し指導者謝金を交付した。

　　　種目
峰山 大宮 丹後 弥栄

105 86 43

久美浜

人数 人数

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

評
価
・
課
題
等

○定期的なスポーツ活動を通して、青少年の体力・運動能力の向上及び地域活動への参加の促進
を図ることができた。　　　　　　　
○網野町はジュニアスポーツクラブとして活動しているため、青少年スポーツ教室についても教
室生や指導者確保など教室運営のための支援を強化し、スポーツクラブとしての自立を促進する
必要がある。

人数 人数 人数

43 13 28 30 39

103 86

26 15 9 19

60 69 29 72 25

25 3 6

7 13 6 19

7

33 34 73 36

1 10

7

≪教室合計数≫　61教室　　　≪教室人数合計≫　1,349人

合計 324 307 188 289

25

10

241

49 23 48

14
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○需用費（消耗品費、燃料費、印刷製本費、光熱水費、修繕料） 千円

○役務費（通信運搬費、し尿汲取手数料、火災保険料等） 千円

○委託料（運動公園管理、社会体育館管理、浄化槽維持管理等） 千円

○使用料及び賃借料（仮設トイレ借上、土地借上等） 千円

○工事請負費（網野グラウンドトイレ改修工事等） 千円

○原材料費（グラウンド土代） 千円

○備品購入費（テニスコートベンチ、野球用塁ベース、消火器等） 千円

○負担金、補助及び交付金（網野グラウンドトイレ下水道加入分担金） 千円

○償還金利子及び割引料 千円

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 10教育費 06保健体育費 03体育施設費 01体育施設管理運営事業

細事業名 体育施設管理運営事業 決算書 Ｐ.362

（参考）当初予算額

目
的

　市民に身近なスポーツ活動の拠点施設としての体育施設を管理運営することで、スポーツ
振興を図り、スポーツ競技団体の競技力の向上及び青少年等の社会性の体得に貢献する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

使用料 紅葉ヶ丘運動場夜間照明使用料ほか 2,577千円

使用料 公有財産使用料 333千円

19

195

7

150

50,377千円 50,748千円 371千円 99.2 % 32,423千円

評
価
・
課
題
等

○施設の適切な維持管理を行うことで、市民へのスポーツの普及・発展に貢献した。
○今後もスポーツ活動の拠点として、効率的・効果的な運営を図るため、市の公共施設見直し計
画に基づき、施設の在り方について検討していく必要がある。

　スポーツ振興を図るため社会体育施設の維持管理を行った。

18,765

1,307

12,795

181

16,958

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

諸収入 公衆電話料ほか 46千円

市債 社会体育施設整備事業債（合併特例債） 13,700千円

施設名 利用件数 施設名 利用件数

紅葉ヶ丘運動場（テニスコート） 21 豊栄山村広場（グラウンド） 353

網野体育センター（テニスコート） 129 久美浜中央運動公園（テニスコート） 295

大宮自然運動公園（グラウンド） 359 竹野体育館 196

大宮自然運動公園（テニスコート） 252 竹野グラウンド 138

大宮社会体育館 892 弥栄総合運動公園（体育館） 724

網野グラウンド（野球・ソフトボール） 504 弥栄総合運動公園（グラウンド） 263

網野グラウンド（ゲートボール場） 111 弥栄総合運動公園（ゲートボール場） 706

網野体育センター（体育室） 664 弥栄柔剣道場 53

網野体育センター（武道館） 877 久美浜中央運動公園（グラウンド） 159

合　計 8,399

丹後社会体育館 505

三津体育館 163 久美浜中央運動公園（ゲートボール場） 531

三津グラウンド 504
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○工事請負費

　・豊栄山村広場災害復旧工事

　法覆工　107㎡

　浚渫工　91㎥

予算科目 11災害復旧費 03文教施設災害復旧費 03保健体育施設災害復旧費 01保健体育施設災害復旧事業

（参考）当初予算額

細事業名 保健体育施設災害復旧事業（繰越） 決算書 Ｐ.372

総合計画 基本方針 生涯学習都市 計画項目 社会教育・スポーツの充実

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

2,988千円 3,000千円 12千円 99.6 % 3,000千円

目
的

　台風による豪雨で被災した豊栄山村広場について、災害復旧工事を行い、安全性及び設備
機能を確保する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

市債 保健体育施設災害復旧事業債 2,900千円

　平成23年9月発生の台風15号豪雨により、法面が崩壊し危険であった豊栄山村広場の復旧
工事を行った。

2,988千円

評
価
・
課
題
等

　災害復旧工事を施工したことにより安全性は確保されたが、日頃から社会体育施設の点検及び
維持管理を行い大雨等に備える必要がある。

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課
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○需用費

　・消耗品費

　体育館ワックス

　体育館照明水銀・レフランプほか

　・修繕料

　新山小学校グラウンド照明修繕、吉原小学校グラウンド照明盤改修、

　網野南小学校体育館仕切りネット修繕ほか

○役務費

　・電気設備検査手数料

○償還金利子及び割引料

　・学校施設使用料返還金

＜利用件数＞

709 4,846
計

体育館等 2,709 1,130 2,443 911 1,232 1,849 10,274

グラウンド 1,052 611 1,105 611 758

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　地域のスポーツ振興を図るための学校体育施設の維持管理を行った。

予算科目 10教育費 06保健体育費 03体育施設費 02社会体育用学校開放施設管理運営事業

総合計画 基本方針 生涯学習都市

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

目
的

　地域住民にスポーツ活動の拠点施設として学校体育施設を開放することで、スポーツ振興
を図り、スポーツ競技団体の競技力の向上及び青少年等の社会性の体得に貢献する。

細事業名 社会体育用学校開放施設管理運営事業 決算書 Ｐ.364

（参考）当初予算額

3,439千円 3,525千円

社会教育・スポーツの充実

計

小学校
体育館等 2,287 731 1,652 640

86千円 97.5 % 3,525千円

施　設 峰山町 大宮町 網野町

グラウンド 1,016 343 900

計画項目

3,381千円

484千円

584千円

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／社会教育課

評
価
・
課
題
等

　市民が学校体育施設を利用できるよう維持管理に努めることで、地域でのスポーツ振興を図る
とともに、競技力の向上に寄与した。

主
な
財
源

使用料 小学校施設使用料 1,547千円

使用料 中学校施設使用料 957千円

中学校
体育館等 422 399 791

グラウンド 36 268 205

2,313千円

55千円

114 217 282 1,122

3千円

1,089 1,315 7,714

丹後町 弥栄町 久美浜町

427 3,724

271 143 534

497 541

2,560
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